
今
回
の
定
期
大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
に
鑑
み
、参
加
者
の
検
温
、

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
の
配
布
、

分
散
宿
泊
な
ど
の
感
染
防
止
対

策
を
取
り
な
が
ら
、
出
席
者
を

大
会
代
議
員
に
絞
り
、傍
聴
者
、

顧
問
、
来
賓
の
参
加
は
ご
遠
慮

願
う
例
年
に
は
な
い
異
例
の
開

催
と
な
っ
た
。

開
催
に
あ
た
り
竹
内
副
委
員

長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
参

加
者
に
対
し
謝
意
を
述
べ
た

後
、
議
長
団
を
選
出
、
そ
の
後
、

大
会
役
職
員
、
大
会
成
立
の
確

認
を
行
い
、
糸
谷
委
員
長
の
挨

拶
に
続
い
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東
京
事

務
所
、
港
運
同
盟
か
ら
激
励
と

連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
、
そ
の
他
、
こ
く
み
ん
共
済

ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
や
各
地
、
国
会
議
員

な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
議
案
提
案
で
玉
田

書
記
長
は「
冒
頭
委
員
長
か
ら
、

色
々
な
対
策
を
講
じ
な
が
ら
何

と
か
成
功
さ
せ
た
い
決
意
が
あ

り
、
争
点
は
五
つ
ば
か
り
あ
る

と
話
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
相

応
し
い
港
湾
労
働
者
の
労
働
条

件
を
目
指
そ
う
で
は
な
い
か
。

統
一
回
答
問
題
に
決
着
を
つ
け

る
事
が
二
つ
目
。
三
つ
目
は
、

Ｒ
Ｔ
Ｇ
の
導
入
と
い
う
体
制
的

合
理
化
に
ど
う
た
た
か
う
の

か
。
あ
わ
せ
て
、
石
炭
荷
役
の

問
題
、鉄
鋼
の
高
炉
停
止
問
題
、

な
ど
港
湾
労
働
者
の
雇
用
を
ど

う
す
る
の
か
、
全
体
と
し
て
争

点
と
な
る
と
思
っ
て
い
る
」
な

ど
と
述
べ
、
第
一
号
、
第
二
号

議
案
の
提
案
と
二
〇
年
秋
年
末

闘
争
方
針
案
の
報
告
を
行
っ

た
。質

疑
応
答
で
は
、
延
十
八
名

か
ら
の
発
言
が
あ
り
、
石
綿
対

策
、
石
炭
荷
役
、
港
運
同
盟
と

の
関
係
、
関
連
職
種
、
オ
リ
パ

ラ
、
指
定
事
業
体
、
横
須
賀
港
、

認
可
料
金
、
港
湾
倉
庫
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
活
発
な
質
疑
を

展
開
し
た
。

そ
の
後
、
糸
谷
委
員
長
の
総

括
答
弁
を
受
け
、第
一
号
議
案
、

第
二
号
議
案
が
満
場
一
致
採
択

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
第
三
号
、

第
四
号
、第
五
号
議
案
の
提
案
、

採
択
に
移
り
満
場
一
致
採
択
さ

れ
た
。

な
お
、
二
〇
秋
年
末
に
お
け

る
具
体
的
活
動
方
針
に
つ
い
て

は
、今
大
会
で
の
討
議
を
経
て
、

出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、

あ
ら
た
め
て
第
一
回
中
央
執
行

委
員
会
で
討
議
、
確
認
を
も
っ

て
方
針
と
す
る
。
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収

束
状
況
も
見
な
が
ら
可
能
な
行

動
を
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
具

体
的
に
は
中
央
執
行
委
員
会
で

判
断
す
る
。
日
程
の
予
定
と
し

て
は
、
中
央
行
動
は
、
二
十
年

十
一
月
十
八
日
（
水
）
か
ら
十

九
日
（
木
）
に
設
定
し
、
行
政

交
渉
や
政
党
要
請
を
取
り
組

む
。
地
区
統
一
行
動
は
、
二
十

年
十
月
二
十
六
日
（
月
）
か
ら

十
一
月
十
三
日
（
金
）
を
統
一

行
動
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定
を
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
二
一
春
闘
方
針
と
産

別
春
闘
要
求
は
、
春
闘
カ
ン
パ

五
百
円
も
含
め
、
二
十
一
年
二

月
九
日
（
火
）
か
ら
十
日
（
水
）

に
開
催
予
定
の
第
一
三
回
中
央

委
員
会
で
決
定
す
る
。
第
一
回

中
央
港
湾
団
交
と
要
求
書
提
出

は
、
二
十
一
年
二
月
十
七
日

（
水
）
を
念
頭
に
準
備
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
年
度
の
中
央
執
行
委
員

の
選
出
で
は
、
糸
谷
氏
、
大
野

氏
、
諸
見
氏
、
山
口
氏
、
應
和

氏
の
五
名
が
退
任
さ
れ
、
新
た

に
柏
木
委
員
長
、
真
島
委
員
長

代
行
兼
副
委
員
長
、
畠
山
、
松

谷
、
佐
藤
、
多
田
執
行
委
員
と

糸
谷
顧
問
の
就
任
が
確
認
さ

れ
、
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
採

択
し
た
。

大
会
は
、
瀬
戸
副
委
員
長
の

閉
会
挨
拶
を
受
け
、
最
後
に
柏

木
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
三
唱
で
盛
会
裏
に
締
め
く

く
っ
た
。

全
国
港
湾
第
一
三
回
定
期
大
会
は
、
九
月
二
十
九
日
（
火
）
か
ら
三
十
日
（
水
）
に
か
け
て
、
豊
橋
市
「
ホ
テ
ル

シ
ー
パ
レ

ス
リ
ゾ
ー
ト
」に
於
い
て
、
代
議
員
、
八
十
一
名
、
中
央
役
員
、
三
十
二
名
、
大
会
書
記
、
一
名
の
総
数
、
百
十
四
が
出
席
し
て
、

議
長
に
山
賀
代
議
員
（
全
港
湾
）
、
上
出
代
議
員
（
検
定
労
連
）
を
選
出
し
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
、
一
九
年
度
の
主
な
取
り
組
み
経
過
（
第
一
号
議
案
）
、
二
〇
年
度
運
動
方
針
（
第
二
号
議
案
）
、
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ

権
の
確
立
に
つ
い
て
（
第
三
号
議
案
）
、
規
約
の
改
正
及
び
規
約
・
綱
領
・
規
定
（
規
程
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
第
四
号
議

案
）
、
一
九
年
度
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
二
〇
年
度
予
算
（
第
五
号
議
案
）
及
び
二
〇
年
度
中
央
執
行
委
員
の
選
出
と
大
会
宣

言
の
審
議
を
行
い
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
第
一

三
回
定
期
大
会
に
リ
ス
ク
を
冒

し
た
中
で
の
ご
参
加
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
熱
い
気
持
ち
を
こ
こ
に
集

め
る
こ
と
が
で
き
、
大
会
を
開

催
で
き
る
こ
と
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

二
月
の
中
央
委
員
会
の
時
に

は
新
し
い
感
染
症
が
拡
大
し
て

い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
丁
度

流
れ
て
い
ま
し
た
。
感
染
症
が

拡
大
す
る
中
で
、
二
月
の
第
一

回
団
交
ま
で
は
何
と
か
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ

の
後
し
ば
ら
く
は
団
交
が
開
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に

団
交
は
中
断
し
た
ま
ま
で
し
た

が
、
六
月
十
日
に
日
本
港
運
協

会
の
総
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
申
し
入
れ

た
課
題
に
対
し
、
具
体
的
な
回

答
も
引
継
ぎ
も
な
い
ま
ま
新
し

い
労
務
委
員
長
が
就
任
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
六
月
十
九
日
に

第
二
回
、
六
月
三
〇
日
に
第
三

回
の
団
交
を
開
き
、
ほ
と
ん
ど

中
身
が
な
い
の
は
残
念
で
す

が
、
二
〇
春
闘
の
仮
合
意
に
至

り
ま
し
た
。

長
年
問
題
に
な
っ
て
き
ま
し

た
統
一
回
答
問
題
に
つ
き
、
今

現
在
、
東
京
都
労
働
委
員
会
に

て
検
討
し
て
お
り
ま
す
。
日
港

協
が
統
一
回
答
を
し
、
協
定
を

結
ん
だ
ら
会
員
に
対
す
る
拘
束

力
を
持
つ
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
な
い
と
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
今
都
労
委
で
色
々

な
折
衝
を
し
て
お
り
ま
す
。

当
面
の
全
国
港
湾
の
課
題
と

し
て
Ｒ
Ｔ
Ｇ
の
遠
隔
操
作
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
が
私
た
ち
の
雇

用
・
職
域
の
確
保
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
自
明
の
理

だ
と
思
い
ま
す
。
国
交
省
の
助

成
金
に
よ
り
港
に
金
が
入
っ
て

く
る
こ
と
自
体
は
否
定
し
ま
せ

ん
が
、
私
た
ち
の
雇
用
と
職
域

の
確
保
が
政
策
と
し
て
確
立
し

て
い
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
も
無

条
件
で
賛
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
Ｒ
Ｔ
Ｇ
の
遠
隔
操
作
に
手
を

挙
げ
よ
う
と
し
て
い
る
港
は
全

部
で
は
な
い
の
で
す
が
、
い
ず

れ
は
全
部
が
挙
げ
る
こ
と
と
な

る
で
し
ょ
う
。
で
す
か
ら
皆
さ

ん
も
自
分
の
所
は
、
と
思
わ
な

い
で
意
見
を
出
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

七
月
の
中
央
執
行
委
員
会
の

中
で
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
の

が
、
経
産
省
が
打
ち
出
し
て
い

る
老
朽
化
し
た
石
炭
火
力
発
電

所
の
統
廃
合
の
問
題
で
す
。
石

炭
が
メ
イ
ン
の
貨
物
と
い
う
港

も
か
な
り
あ
り
、
こ
こ
は
死
活

問
題
で
あ
り
、
行
政
に
対
す
る

攻
勢
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
連
合
会
に
な
っ
て
一

三
回
目
の
大
会
で
す
。
も
う
十

年
を
経
過
し
て
、
規
約
規
定
・

財
政
の
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
様
か
ら
の

意
見
を
幅
広
く
お
聞
か
せ
願
い

な
が
ら
、
新
し
い
連
合
会
に
ふ

さ
わ
し
い
規
約
規
定
を
作
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
財
政
の
問
題
は
本
当
に

大
事
な
話
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら

お
納
め
い
た
だ
い
て
い
る
会
費

だ
け
で
は
組
織
全
体
の
運
営
を

行
う
分
に
は
足
り
て
お
り
ま
せ

ん
。
自
前
の
会
費
だ
け
で
運
営

で
き
る
よ
う
、
危
機
感
を
持
っ

て
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

全
国
港
湾
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
今
挙
げ
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
状
況
の
中
で
の
定
期

大
会
で
す
が
、
皆
様
の
熱
心
な

議
論
を
期
待
い
た
し
ま
し
て
、

全
国
港
湾
中
央
執
行
委
員
会
を

代
表
し
て
の
冒
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影

響
を
受
け
、
各

国
で
は
日
本
の

消
費
税
に
あ
た

る
『
付
加
価
値

税
』
の
税
率
を

引
き
下
げ
る
措
置
が
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
企
業
と
国
民
の
負

担
軽
減
が
目
的
だ
が
、
日
本
政

府
は
後
ろ
向
き
の
姿
勢
を
見
せ

て
い
る
▼
ド
イ
ツ
で
は
標
準
税

率
を
十
九
％
か
ら
十
六
％
に
引

き
下
げ
、
英
国
で
は
幅
広
い
業

種
に
つ
い
て
現
行
の
二
十
％
を

五
％
に
し
た
。
こ
れ
は
暫
定
的

な
措
置
で
は
あ
る
が
、
同
様
の

措
置
を
約
二
十
ヵ
国
が
行
っ
て

い
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
宣
言
し

た
直
後
、
世
界
経
済
の
ダ
メ
ー

ジ
を
軽
減
し
回
復
へ
の
道
を
確

か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
『
世

界
は
協
調
し
た
行
動
を
取
ろ
』

と
呼
び
か
け
た
の
だ
▼
法
人
税

や
所
得
税
で
は
な
く
付
加
価
値

税
の
減
税
を
打
ち
出
し
た
の
に

は
理
由
が
あ
る
。
法
人
税
や
所

得
税
は
収
入
や
利
益
に
対
し
て

課
税
す
る
も
の
。
景
気
が
悪
化

す
れ
ば
税
額
は
減
り
、
企
業
が

赤
字
に
な
れ
ば
法
人
税
は
発
生

し
な
い
。
赤
字
に
な
っ
た
と
し

て
も
売
り
上
げ
が
あ
る
以
上
、

課
税
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
仕

組
み
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

経
済
へ
の
悪
影
響
を
抑
え
る
に

は
、
付
加
価
値
税
の
減
税
が
求

め
ら
れ
た
の
だ
▼
逆
に
日
本
は

政
府
税
制
調
査
会
で
、
コ
ロ
ナ

禍
へ
の
対
応
で
財
政
が
悪
化
し

た
事
を
理
由
に
『
消
費
税
増
』

の
意
見
ま
で
飛
び
出
す
始
末
▼

経
営
と
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
今
こ
そ
減
税
先
進
国
を
見

習
う
べ
き
で
あ
る
。
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